
◇
区
の
答
弁
◇

失
業
や
住
宅
喪
失
は
第
一
次
的
な

責
任
は
区
や
都
に
あ
り
、
調
査
や
年

末
年
始
開
庁
を
単
独
で
行
う
考
え
は

な
い
。
早
め
に
相
談
に
来
て
頂
け
れ

ば
。
区
内
の
個
々
の
大
企
業
は
社
会

的
責
任
を
果
た
し
て
お
り
、
雇
用
に

つ
い
て
働
き
か
け
る
事
は
し
な
い
。

派
遣
法
改
正
や
雇
用
給
付
延
長
を
国

に
働
き
か
け
る
考
え
は
な
い
。

◇
区
の
答
弁
◇

再
開
発
は
安
全
で
快
適
な
都
市
活

性
化
拠
点
を
作
り
、
限
ら
れ
た
財
政

負
担
で
大
き
な
成
果
を
獲
得
で
き
る

極
め
て
優
れ
た
事
業
手
法
。
今
後
と

も
着
実
に
実
施
す
る
。
風
速
計
は
設

置
し
な
く
て
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
風
洞
実
験
で
相
当
程
度
風
環
境
を

再
現
で
き
る
。
再
開
発
に
つ
い
て
私

ど
も
と
共
産
党
で
は
考
え
方
が
違
う
。

◇
区
の
答
弁
◇

努
力
し
た
が
、
結
果
と
し
て
待
機

児
童
が
生
じ
て
い
る
。
既
存
の
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
。
詰
め

込
み
で
は
な
い
。
心
外
。
区
の
保
育

園
で
死
亡
事
故
は
な
い
し
、
こ
れ
か

ら
も
な
い
。
小
学
校
を
活
用
し
た
５

歳
児
の
保
育
の
試
み
は
、
子
ど
も
の

発
達
に
と
っ
て
よ
い
効
果
を
も
た
ら

す
。
国
の
保
育
所
最
低
基
準
の
緩
和

は
、
実
現
す
れ
ば
受
入
れ
人
数
の
増

に
な
り
保
育
園
に
入
り
や
す
く
な
る
。
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皆さんは区の答弁をどう感じますか？

安藤たい作ニュース は、「品川区議会における政務調査費の交付に関する規定」で定める使途基準「広報・活動費」に基づき、政務調査費によって発行されています。ご意見・ご感想をお寄せください。

議場には喉を潤すため、水差しが

置いてありますが、コップと間違

え蓋で水を飲んでしまいました。

またもややらかしてしまいました。

区政報告

去
る
８
日
に
閉
会
し
た
区
議
会
第
４
回
定
例
会
。
私
（
安
藤
）
は
、
「
年

末
対
策
」
「
再
開
発
見
直
し
」
「
保
育
園
増
設
」
で
質
問
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
結
果
報
告
。
区
の
答
弁
を
皆
さ
ん
は
ど
う
お
感
じ
に
な
り
ま
す
か
。

'74年宮城県仙台市生まれ。国立宮城教育大卒。'98年漫画家を志し上京。'02年青年誌奨励賞受賞。'06年の区議補選で初当選。現在、二期目。安藤たい作プロフィール

本会議一般質問に先立ち、北品川（10

/18・30名・上写真）と西品川・大崎

（11/1・37名・右写真）で区政報告会

を開催。区政に対するご要望を寄せて

いただきました。ご参加、本当にあり

がとうございました。（安藤たい作）

①
年
越
し
派
遣
村
を
繰
り
返
す
な

区
内
に
も
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
や
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
に
多
数
の
住
宅
喪
失
者
が

「
宿
泊
」
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

窓
口
が
閉
ま
る
年
末
年
始
は
特
別
の

体
制
を
。
緊
急
の
宿
泊
所
の
整
備
を
。

②
大
企
業
優
先
の
再
開
発
は
見
直
せ

莫
大
な
税
金
投
入
。
あ
げ
く
に
販
売

不
振
の
再
開
発
マ
ン
シ
ョ
ン
。
住

民
要
求
に
反
し
周
辺
環
境
に
も
悪
影

響
を
も
た
ら
す
再
開
発
路
線
と
決
別

を
。

③
認
可
保
育
園
を
増
設
せ
よ

待
機
児
解
消
は
詰
め
込
み
で
な
く
認

可
保
育
園
の
増
設
で
。
緊
急
対
策
の

分
園
方
式
は
５
歳
児
だ
け
引
き
離
す

の
で
な
く
０
・
１
・
２
歳
児
で
。
国

の
最
低
基
準
緩
和
に
は
反
対
を
。

感謝！

感激！



お知らせ
１月１９日（火）

夜６：３０～８：３０
安藤たい作西品川事務所

(品川区西品川３－16－３ TEL：03-3491-3230）

大崎駅より徒歩８分・百反坂沿い

無料生活・法律
相談会

１月の
①弁護士さんと一緒に相談会を行います。

生活のこと法律のこと、お気軽にご相談く

ださい。

②当日直接お越しいただいても結構ですが、

お待ち頂くこともあります。事前に電話を

入れた上、ご参加いただけると確実です。

（平日日中:５７４２－６８１８）

（土日は:３７８５－２８１０）

大崎五丁目都営住宅の前歩道に凸凹があり、
シルバーカーやベビーカー、車いすの移動や

歩行が危険で改善の要望が寄せられていまし

たが、去る９月、都営住宅「生活と健康を守

る会」の皆さんと都の住宅管理局に要請。

即日補修工事が行われ、改善されました。

大崎都営住宅前 歩道の凸凹が改善
陸橋下交差点の信号設置は見送りも、安全対策の強化へ

Before

Before

After

After

守る会のみなさんと要請していた大崎陸橋下交差点の信
号機設置の件については、大崎警察交通課長より説明があり

当面見送りの回答がありました。歩行者量調査を行ったとこ

ろ歩道を渡る歩行者が少なく需要性に乏しい、車が数珠つな

ぎの渋滞になり歩行者の視界が妨げられる、陸橋や樹木など

により信号機の視認性が低い、などが理由です。当面の安全

対策として、一時停止線の手前を赤塗りの強調表示、陸橋下

歩道にガードパイプ設置、横断歩道付近の点字ブロックの敷

設、を都と区に要請している、との回答が得られました。

信号機設置は当面見送

りになりましたが、再

開発により大崎地域の

歩行者の安全環境は日々

変化しています。引き

続き住民のみなさんの

ご意見をお寄せ下さい！


